
活動を行った感想など

梨の見分けがつかず、違う品種のものを取ってしまうことがあったので
気をつけたい。
注意深く見ないと気づかないような傷や虫の刺した穴があったので、よ

りしっかり観察して見極められるようになりたい。

８月報告書
常陸太田市地域おこし協力隊 梨栽培 石原恭

収穫作業を行った。梨の実を上に持ち上
げると果実に傷をつけず樹木も痛めること
なく収穫できる。
無理に引っ張ってしまうと、新芽が傷つき
翌年の発育が悪くなることがある。

■収穫

専用の機械を使い選果をし、サイズごと
に分けた梨を発送用に箱詰め、直売所での
販売用に袋詰めをした。販売では、多くの
お客様が来店されるので、スムーズな接客
を心がけた。

■選果・販売・箱詰め

行った主な活動

今後の目標など

様々な品種の梨を観察、試食して将来自分が作りたいものを絞っていき
たい。


